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【回帰分析の計画】 

 

（従属変数） ※必ず、量的変数でなければならない。 

            の個人差を説明する。 

 

（独立変数） ※練習のために、質的変数を 1 つは入れること。 

 

使用する変数 変数の加工（リコーディングや合成） 

  

  

  

  

  

  

  

 

（分析対象者） ※複数のグループを設定して結果を比較するのもよい 

            という条件を満たす人 



表 1                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

例）こういう表にまとめたうえで、その

下に「結果」と「考察」がはっきりわか

れている文章を書くこと。 

 

表 1 月給の回帰分析（30 代女性） 

 B 

（定数） -18553.81 

X1 年齢   1620.41 

X2 勤続年数   6772.44 *** 

X3 中 3時の成績  33703.64 ** 

n=56、調整済み R2=.283 *** 

+ p<.10,  * p<.05,  ** p<.01,  *** p<.001 


